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沖縄県立総合教育センター 前期長期研修員 第 62集 研究集録 2017年 9月 

〈ＩＣＴ教育：特別支援教育〉 

病弱者である生徒への学習支援 
―ＩＣＴを活用した授業改善・学習支援の取り組みを通して- 

 

沖縄県立鏡が丘特別支援学校教諭 横 山 俊 治 

   

Ⅰ テーマ設定の理由 
平成 26 年度文部科学省「長期入院児童生徒に対する教育支援に関する実態調査」によると、長期入院

(30 日以上)した児童生徒の約４割には、様々な理由により在籍校による学習指導が行われていないことが

明らかになっている。また、長期、短期、短期間で入退院を繰り返し、退院後も引き続き治療や生活規則

が必要なために学校への通学が困難など、医療の発達などにより児童生徒を取り巻く環境は以前に比べる

と大きく変化している。さらに、この文科省の実態調査では治療優先で学習ができない期間を、学習の空

白期間や学習空白と述べ、学習の遅れがみられたりする現状があるとされている。 

県立鏡が丘特別支援学校(以下、「本校」とする)は、設立当初は肢体不自由の児童生徒対象であったが、

平成 22 年度より、肢病併設となり肢体不自由、病弱者(身体虚弱を含む)を対象とした特別支援学校とな

り、現在は小学部・中学部・高等部の児童生徒数計 138名が在籍している。 

本校では、生徒の病気や障害の状態が多様であり、高等部を卒業する段階で日常の生活指導が主となる

福祉施設に入所する生徒、一般就労や将来において働くことを目標とする福祉施設へ入所する生徒、大学

や専門学校への進学を目指す生徒など、一人一人の幅広い教育的ニーズに応じた教育を行っている。その

ニーズに応えるため、本校高等部の教育課程は、普通高等学校に準ずる教育課程、知的障害特別支援学校

代替の教育を行う課程、自立活動を主とした教育を行う課程、訪問教育を行う課程の４つの教育課程を編

成し実施している。近年における本校の特徴の一つとして、長期入院、短期入院を繰り返す生徒や退院後

に加療をしながら登校し、週２～３日の登校や、半日だけの登校など病弱児や重度重複障害の生徒が増加

している。このことは、先に述べた文科省の実態調査にあるような学習の空白期間が生じ、継続的な学習

の積み重ねが難しい生徒も比例して増加し、本校でも課題となっている。 

病気の子どものガイドブック（全国特別支援学校病弱教育校長会 2012）によると、「一般的な考えとし

て、学習の空白期間と言うと、その空白部分を埋めるための学習だけを行えばいいと考えてしまうが、し

かし、学習したことが断片的なため誤って理解していたり、学習内容を混同して覚えてしまったりするこ

とがある。」と述べている。生徒が学習に遅れないように頑張って学習しても、学習内容を理解できなく

なったり、体験や実技を伴う教科内容についてはうまくできなくなったりすることが見受けられる。 

 本校高等部では、病弱児を受け入れて日が浅いことや病弱児の数も少なかったこと、さらに普通高等学

校に準ずる教育課程で履修し、一般入試による大学進学を希望する生徒が過去に例がないことなどから、

学習の保障に課題を残している。そこで、本研究では教科を担当する普通高等学校に準ずる教育課程を履

修する生徒を対象とし、１～３年までの複式の地理クラスで研究を行った。その中でも大学進学を希望し、

将来は管理栄養士になることを目標としている２年生のＡさん１名を対象とする。 

対象生徒は、小児白血病により、幼少期から入退院を繰り返している病弱児で普通中学校から県立高校

一般入試を受けて本校に入学してきた。1 年次においては、持病の病状が安定しない中、夏期休業期間中

に新たな腫瘍が発見されるなど、治療のための入院や自宅療養により、２学期はほぼ登校することができ

ない状況であった。また、対象生徒はそれら病気に対する不安や休むことで生じた学習の空白期間による

学力不振からくる将来に対する不安などから心療内科にも通院するなど、多種にわたる病気の治療を行っ

ている。学習面においては、入院や自宅療養による欠席により、他の在籍生徒より学習進度が遅れている

状況がある。前年度、教科担当をした世界史の授業において、学習の空白期間を上手く解消することが出

来なかった。今回の研究において、担当する地理の授業にＩＣＴの特性を活かし、生徒、教師、共同で教

科書を裁断し PDF化(以下、「デジタル教科書」とする)し活用、授業用プリントを PDF 化し活用、テレビ会

議システムを活用した双方向による遠隔家庭学習サポート、遠隔授業などに活用し、全ての学習を一台の

タブレットを用い有効活用することで学習の空白期間を改善するため取り組んで行きたい。ＩＣＴを活用

し取り組むことにより、さらなる学習意欲の向上や心理的な安定を目指し、将来の目標達成へ近づくこと

が期待できると考え、本テーマを設定した。 

〈研究仮説〉 

 病気の影響による、入院や通院、体調不良などにより授業の欠席が多い生徒に対し、日々の授業改善や

家庭学習などにおいてＩＣＴを活用した学習のサポートを行うことにより、学習の空白期間を改善し学力
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を向上させることができるであろう。 

Ⅱ 研究内容 
１ 理論研究 

病気の子どもの教育支援ガイド（ジアース教育新社 2017）によると、「病弱教育の対象となる児童生 

徒は、長期、短期、頻回の入退院等による学習空白によって、学習に遅れが生じたりするので、病名 

だけでなくその症状や教育的ニーズを踏まえた対応が必要である」ため、対象生徒の主たる病気と病 

弱教育について理解を深めるために調べてみた。 

(1) 小児白血病について 

病気の子どものガイドブック(ジアース教育新社 2012)によると、「白血病は造血組織である骨髄

のがん（悪性新生物）であり、血液のがんといわれ、血液細胞がつくられる過程でがん化して無秩

序に増殖する病気である。子どものがんの、約 40％が白血病と言われており、小児がんの中でも１

番多いと言われている。 

血液細胞には、赤血球、白血球、血小板があるが、いずれの未熟細胞もがん化すると白血病と呼

ばれている。白血病は、最も頻度が高い小児がんで全体の３分の１を占め、２～６歳に好発し、症

状としては、発熱、顔色不良、出血傾向（紫斑、鼻出血など）など、正常の造血能力が損なわれる

ために起こる症状が主である。その他、骨痛、関節痛、リンパ節腫大など白血病細胞の浸潤・増殖

による症状もまれにみられる」とある。 

白血病は不治の病とされていたが、現在では７割以上が治癒しており、生存率が高くなってきて

いることがわかったが、その後、成長過程にある子供の白血病の治療が終わった後、あらたに出て

くる障害もあることがわかった。この障害を晩期障害と言い、晩期障害の主なものとしては、成長

障害、内分泌障害、中枢神経障害、心機能障害、肝機能障害、免疫機能障害、二次性がんとしての

続発性の腫瘍の発生などがある。必ず晩期障害がおこるものではないが、治療後も長期にわたり経

過を見ながら、早期に対応できるようなフォローが重要になることがわかった。昨年、対象生徒は

あらたに腫瘍がみつかったが、即座に対応できたのは、このフォロー体制がしっかり行われていた

からだとわかった。 

子供それぞれにあった治療方法を行う事が重要であり、子どものニーズに応じた教育支援を行う

ことが重要であることが再確認できた。対象生徒の現状は１泊２日の輸血入院を定期的に行ってお

り、その後しばらく体調不良により自宅療養を要する時がある、生徒の体調を優先に考慮し、負担

過重にならないように配慮しながら本研究に取り組む必要があると感じた。 

(2) 病弱教育について 

病弱教育の意義について、病気療養児に教育に関する調査研究協力者会議による「病気療養児の

教育について（審議のまとめ）」（平成６年）によると、病気療養児は、長期、短期、頻回の入院等

による学習空白によって、学習に遅れが生じたり、回復後においては学業不振となることも多く、

病気療養児に対する教育は、このような学習の遅れなどを補完し、学力を補償する上で、次のよう

な点について留意する必要があると述べている（表１）。 

これらの留意点を踏まえ、学習の空白を補うことは、生徒の積極性や自主性、社会性を補うこと。

学習することによる精神的安定、病気に対する回復意欲にも繋がり生活の質も向上する。本研究対

象生徒も、病気のため精神的に不安定な状態になり、心療内科を受診しているが継続した学習補償

があれば心理的に安定すると思われる。 

さらに、文部科学省「障害種別の学校における合理的配慮の観点」（平成 23 年）では、「一人一人

の障害の状態に配慮し、学習内容の変更や、学習の量・時間の調整を行うこと」とある(表２)。こ

表１「病気療養児の教育について」 

 （一）積極性・自主性・社会性の涵養 

   長期にわたる療養経験から、積極性、自主性、社会性が乏しくなりやすい傾向がある。このような傾向を防ぎ、健

全な成長を促す上でも、病気療養児の教育は重要である。 

（二）心理的安定への寄与 

   心理的に不安定な状態に陥り易く、健康回復への意欲を減退させている場合が多い。病気療養児に対して教育を行

うことは、このような児童生徒に生きがいを与え心理的な安定をもたらし、健康回復への意欲を育てることにつなが

ると考えられる。 

（三）病気に対する自己管理力能力 

   病気療養児の教育は、病気に対する自己管理能力を育てていくことに有用なものである。 

（四）治療上の効果等 

医師、看護婦等の医療関係者の中には、経験的に、学校教育を受けている病気療養児の方が、治療上の効果があ

がり、退院後の適応もよく、また、再発の頻度も少なく、病気療養児の教育が、健康の回復やその後の生活に大きく

寄与することを指摘する者も多い。また、教育の実施は、病気療養児の療養生活環境の質〈QOL（クオリティオブラ

イフ）〉の向上にも資するものである。  
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のため、教科指導においては、指導内容を精選したり、指導方

法や教材・教具を工夫することで、学

習効果を高めるよう配慮することが

必要である。学校に通学できない状

態の生徒に対しては、ＩＣＴを活用

し、授業の様子が映し出されるテレ

ビ会議システムを活用するなど、家

庭や病室などで授業を受ける(遠隔授業)ことができるようにすることで、学習の空白期間を少しで

も改善できるように配慮することが生徒にとって有効的な手段であると考え本研究においても家

庭との連携をとり、短時間の学習サポートや遠隔授業を行った。 

(3) 生徒の実態調査 

本研究対象生徒が属する１～３年生の病弱児、肢体不自由児が混在する複式編成クラスの地理ク

ラス在籍生徒７名にＩＣＴに対しての興味・関心や学習、将来についてのアンケートを行った。ア

ンケートは選択式と自由記述式を用いた。 

① パソコン、スマホ、タブレットなどの端末所持につ 

いて６名は端末を所持し、残りの１名は就学奨励費を 

使って購入申請中であった。結果から、家庭へのタブ 

レット端末やパソコン、スマホが浸透していることが 

うかがえる(図１)。 

本研究対象生徒は 1年次の後半に就学奨励費を活用 

し、iPadを購入した。本人専用のタブレットを所持し、本研究 

において円滑に活用できる。他の生徒は、本人専用のものではないが、家庭で共有している場合 

がほとんどであった。生徒本人たちの使用場面をたずねると、一番多かったのは YouTubeの視聴 

であり、1名は本格的に動画をアップしている生徒がいた。次に多かったのが、ゲームや好きな 

アイドルやタレントを検索し色々な情報を入手し、友人との話題作りに活用するなど、学習での 

活用は少ない状況である。 

② 興味・関心 

勉強は好きかについて、６名は勉強が好きと回答 

し、残りの１名はどちらでもないと回答している(図 

２)。本研究対象生徒は好きと回答しており、授業で 

も意欲的に頑張っている。また、生徒全員に家庭学習 

でのＩＣＴの活用を聞くと、活用頻度は低く、残念な 

がらほとんど活用されていなかった。その理由を尋ねると、どう 

いうアプリが良いのかわからない、学習サイトの活用などがわ 

からない等と答えた。そのことから、サイトの活用法を支援する必要性を感じた。 

地理に興味があるかについて、教科に関しての質問 

では、全員興味があると答えている。特に、沖縄の海 

や川、山への興味関心、本土との違い、生徒の好きな 

外国のことなどに興味がある事が結果から分かった 

(図３)。また、特産物などにも興味があり、美味しい 

ものを食べに行きたいと答える生徒もいた。本研究対 

象生徒は、海外の同世代と交流してみたいと回答している。 

③ 授業におけるタブレット活用について 

地理の授業において、タブレットを活用するか従来 

のようにプリント学習が良いか尋ねた。タブレットを 

活用したい５名、プリント２名と、タブレット活用の 

方が多かった。結果からみると、小中学校の授業や自 

宅で活用しているので、タブレットに慣れ親しんでい 

ることがうかがえる(図４)。タブレットの良いところを質問 

すると、読み書きが簡単にできること、調べ学習が簡単にでき 

ることなどがあげられていた。プリントが良いと回答した生徒は、自筆で書ける、見直しがしや 

すいなどがあげられていた。これらの結果から授業でのタブレット活用は違和感なくできると思 

われる。本研究対象生徒は、視野欠損とともに、視力の低下があり、黒板の文字も見えにくく、 

図４授業におけるタブレット活用 

図３地理に興味があるか 

図１端末所持について 

学習空白などによる学習上の課題への対応 

ア 補充教材などの提供 

イ 学習していない学習内容について、補充指導を実施 

ウ 誤って理解した学習内容について、正しく理解出来る様に指導 

エ 短期間の入院者には、学習内容を精選し、基礎的・基本的な事項に重

点を置いた指導や、宿題により必要な事項を指導 

表２ 障害種別の合理的配慮(病弱児) 

86％(6) 14％(1)

ある 申請中

86％(6)

好き 嫌い どちらでもない

100％(7)

ある ない どちらでもない

25％(2) 75％(5)

プリント タブレット

14％(1) 

図２勉強は好きか 
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プリントの文字フォントサイズを 22ポイント以上に拡大しないといけない状況である。そのこ 

とからプリントの枚数が他の生徒より増えることとなり、学習時に困難さを感じている。そのた 

め、タブレットを活用することで、拡大や書き込み、データの蓄積も容易で学習に取り組みやす 

いことからタブレットの特性を活かせると考える。 

④ 学習や日常に対する困り感について 

地理クラス生徒全員、いつ治るのか、再発しないか病気に対する不安を抱えつつ、学校行事な 

どへの身体的な制限や自分の容姿などへのコンプレックスがあることが調査からわかった。さら 

に、学習面全般に対する不安から卒業後の将来に対する不安もあることがわかった。本研究対象 

生徒は、特に学習面、病気のことに対して不安を抱えており、精神的にも不安定になることもあ 

る。 

アンケート調査の結果から、今回は地理クラス全７名を対象に行ったが、結果から全員の生徒 

が学習に対しては意欲的で、身近な地域を意識して生活していることがわかった。また、実際に 

行ってみたい場所やその場所に行けなくてもインターネットを介し、文字情報や動画、写真、Ｗ 

eｂカメラからの映像などで雰囲気がわかるため、簡単に行けない山や川などでも、実際に行った 

ように感じることができるようであった。このことは、ＩＣＴの特性を活かして病弱児教育にお 

ける実体験不足を補うことができると思われる。共通の悩みとして、手術などによる入院や長期 

療養による学習の積み重ねができていないことによる不安、学習の空白期間についての悩みがあ 

り、卒業後の将来に対する不安が大きいことがわかった。このような将来に対する不安を解消す 

るためにも、学習の空白期間を改善する取り組みが必要となる。 

２ 素材研究 

(1) タブレット(授業やデータの蓄積などに活用) 

本研究においては、生徒の活用が多い iPad を学習のメインで使用した。タブレットの活用場面

は、教科書をデジタル化することにより、文字や画像の拡大縮小が容易にでき、生徒の視野欠損に

よる見えにくさにも対応できる。また、紙媒体より手軽に学習データの蓄積が可能であり、協働学

習によるプレゼン作成や発表など、多岐にわたって活用できるため授業での活用頻度も多くなる。 

  (2) ロイロノート・スクール（授業のメイン活用） 

株式会社 LoiLoが開発した、授業支援アプリである。ロイロノート・スクールは、複数のＯＳや 

機器タブレット用授業支援アプリで、今回の研究において教材の配布や質疑応答をタブレットを使 

って行った。本アプリの使用により、教師と生徒のコミュニケーションを活性化させ、生徒が主体 

的に自分の言葉で説明できるようになり、思考力、判断力、表現力を育くむことが期待される。実 

際の授業での活用方法としては、①本時の流れや授業に活用する教材の提示②双方向での授業のや 

りとり③生徒の解答や発表内容の報告及び提示や共有④協働学習で意見や知識を出し合うことが

できるため、アクティブラーニングにも対応できるアプリである。本研究においては、主に授業で 

の活用、家庭学習サポートなどに活用した（図６)。 

 

 

(3) Microsoft Forms(アンケート、単元テストなどに活用) 

Microsoft Forms は、マイクロソフト社が提供している Office365 

Education の機能の一部であり、教師や生徒がオリジナルの単元テスト      

やアンケートなどをすばやく簡単に作成できる。単元テストやアンケー  

トを作成し他のユーザーを招待すると、そのユーザーは任意の WEBブラ 

ウザ 、タブレットやスマートフォンなどのモバイルデバイスで回答返 

信できるようになっている。結果が送信されると、組み込みの集計機能を 

使って結果が評価できるようになっている。単元テストやアンケートの 

①教材提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

②双方向 ③解答・報告・提示・共有 ④協働学習 

図７Forms単元テスト 

図６ロイロ活用例 

教師 

A B C 

教師 

A B C A 

教師 

B C 

グ 
グ 

グ 

グ 
グ 

グ 

意見・知識 

報告・提示・共有 
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データは簡単に Excel にエクスポートでき、追加の分析や採点を行うことができる。本研究におい 

ては、単元テストやアンケート、家庭学習のサポートに活用した(図７)。 

(4) FaceTime（遠隔授業、家庭学習サポートに活用） 

FaceTimeは、Apple社が提供する、インターネット電話サービスアプリであり、双方向的なコミ 

ュニケーションが可能である。iPhone、iPadには標準でインストールされているので遠隔授業にお 

いて有効活用が可能である。特に、通話機能のない iPad端末においてはＷi-Fi環境さえあればビ 

デオ通話機能が使えるため有効である。Ｗi-Fi環境があれば FaceTimeは容易に使用することがで 

き、高画質・高音質で生徒とのやりとりも途切れることなくできた。留意点として、対象生徒の体 

調に配慮し学習が負担過重にならないように心掛け家庭学習サポートや遠隔授業を実施した。 

 

Ⅲ 指導の実際（「学習の空白期間」を改善するための指導） 
今回、本研究対象生徒が５月に連続して約３週間の自宅療養をするなど、学習の空白期間が生じた。 

その間、FaceTimeを使用し短時間の遠隔学習サポートは行うことができたが、本研究対象生徒の体調

を配慮し通常の週時程における遠隔授業サポートは実施できなかったため、他生徒との授業進度にかな

りの差が生じたままであった。 

そこで、本校高等部が実施している６月の２週間にわたる前期就業体験中に、本研究対象生徒に対し

個別対応による補習時間割を設定し、本研究のテーマにおけるＩＣＴを活用した学習の空白期間改善の

ための検証授業を行った。 

１ 単元名 大単元「グローバル化が進む世界」（「高等学校 新地理Ａ」帝国書院） 

２ 単元の目標 

  (1) グローバル化が進む現代社会に対する関心と課題意識を高め、それを意欲的に追求し、とらえよ 

うとしている。 

  (2) 国家間の結びつきの変化や、現代世界の経済機構を表す地図や統計などの諸資料を収集し、有用 

な情報を選択し、読み取ったり図表などにまとめたりしている。 

  (3) 国家間の色々な結びつき(貿易・交通・通信・観光)を通して、より詳細なグローバル化を理解しよ 

うとしている。 

 ３ 単元の評価規準 

 ４ 単元の指導計画(全５時間) 

小単元 単元目標 使用機器・ア

プリ 

１結びつきを強め

る現代世界 
♦東西冷戦の終結とともに国家間の結びつきが軍事的結合から

経済的結合へと変化したことを理解する。 

♦冷戦終結後もあいつぐ地域紛争・民族紛争に対し、国連の重要

性が増していることを理解する。 

♦地域的枠組みにより、自由貿易が拡大していることを理解す

る。 

iPad・テレビ

デジタル教科

書・ロイロノ

ートスクール 

２拡大する世界の

貿易 

 

♦日本の貿易品目の変化について考える。 

♦日本企業による海外生産について考え、垂直貿易や水平貿易に

ついて理解する。 

♦貿易の自由化が進められ、地域内の経済的結びつきを強める協

定が拡大していることを理解する。 

iPad・テレビ 

デジタル教科

書・ロイロノ

ートスクール 

３世界を結ぶ交通 ♦交通網の発達により、地球規模での国際交流が活発化している

ことを理解する。 

iPad・テレビ 

デジタル教科

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

目 
標 

世界を一つに結ぶ通信

に対する関心と課題意

識を高め、それを意欲

的に追究し、とらえよ

うとしている。 

通信の発達と地域性

について課題を見出

し、日常生活との関

連や国際社会の変化

をふまえて多面的・

多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切

に表現している。 

情報通信の発達に関

する地図・統計など

の諸資料を収集し、

有用な情報を選択し

て、読み取ったり図

表などにまとめたり

している。 

世界の通信についての

基本的な事がらや追究

の方法を理解し、その

知識を身につけてい

る。 
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(5) 本時の展開 

♦陸上交通と海上交通の長所と短所を理解する。 

♦航空交通におけるハブ空港の重要性を理解する。 

書・ロイロノ

ートスクール 

４世界を一つに結

ぶ通信(本時) 
♦情報通信技術の発達により、世界はどのように結びついている

のか、生活や産業の変化をふまえて理解する。 

♦インターネットの普及による高度情報化社会の成立は、産業や

日常の生活にどのような影響を与えているか理解する。 

♦情報化の進展による課題について、国や地域、社会階層の違い

に即して理解する。 

iPad・テレビ 

デジタル教科

書・ロイロノ

ートスクール 

５観光の国際化と

人々の移動(遠隔

授業) 

♦日本における観光の国際化について考える。 

♦地域によって異なる観光の特徴や多様化する観光の現状につ

いて理解する。 

♦各国の余暇の過ごし方を考えさせ、観光収入と観光客の移動に

ついて理解する。 

iPad・テレビ 

デジタル教科

書・ロイロノ

ートスクール 

５ 本時の学習指導 

(1) 本時の目標 
① 情報通信技術の発達により、世界はどのように結びついているのか、生活や産業の変化をふ 
まえて理解する。 

② インターネットの普及による高度情報化社会の成立は、産業や日常の生活にどのような影響 
を与えているか理解する。 

③ 情報化の進展による課題について、国や地域、社会階層の違いに即して理解する。 
(2) 指導に当たって 

① 生徒観 
２年生理系選択の生徒である。病弱児であるが、学習意欲が高く理解度も十分で  

ある。しかし、病気の治療のために休みがちなので、学習の継続が難しいことが課 
題である。本単元では世界のグローバル化の進展を題材にしており、身近な例をあ  
げることにより、本人も意欲的に楽しく取り組むことができている。  

② 教材（題材）観 
大単元である、グローバル化が進む世界の中の、全５時間中４時間目の単元であ 

る。第二次世界大戦後、冷戦を経て国家間の結びつきが強くなっていることを理解  
する単元である。この結びつきが様々な分野でつながっていることを学習すること  
ができる単元である。地域的な枠組みによるつながり、世界の貿易、交通、通信、 
観光と人の移動によるグローバル化の進展を、身近な話題を取り上げることによ
り、楽しく学ぶことができる題材である。 

③ 指導観 
本単元では、昨年行われたリオデジャネイロオリンピック、パラリンピックの話題や、インタ 

ーネット、ＩＣＴ機器を活用することにより、グローバル化を身近に感じながら学習できるよう 
な授業展開をしていきたい。 

(3) 生徒の実態と目標      
  児童（生徒）の実態 本時の目標 留意点･支援 
 
Ａ 
女 

病弱児であり、病気の治療により
、欠席がちである。視力が弱く視
野欠損があり、黒板の板書が見え
にくいので授業ではタブレットを
活用することにより、集中し取り
組むことができている。 

オリンピック、パラリンピッ
クのテレビ中継や画像を通し
て、通信網の発達を理解する
。高度情報化社会におけるイ
ンターネット普及の状況を理
解させ、課題と展望を考察す
る。 

視力が弱く視野欠損があり、
黒板の板書が見えにくいので
、タブレットを活用し、電子
データによる授業の資料を適
宜活用し、支援していく。 

(4) 準備･教材等 

     テレビ、タブレット(iPad)、アプリ(ロイロノートスクール・Forms)、デジタル教科書 

 学習活動 指導上の留意点･支援・評価規準【観点】 

導入 

 

 

 

 

 

 

小単元１～３までの確

認。本時の確認。  

前時までの流れ世界の貿易、交通を意識させ確認し、本時の高度

情報化社会との繋がりを意識させる。  

貿易、交通でも ICTが活用され、高度に発達していることを意識

させる。  
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展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリンピック、パラリ

ンピックの話題から、

通信網を考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

通信衛星から光ファイバー

が主流になっていることを

考える。 

生徒がインターネット

で、実際に調べて発表

する。  

 

 

 

 

 

 

既存メディアから、インタ

ーネットの普及により、産

業や生活も大きく変化した

ことを考え、情報の取捨選

択について考える。生徒本

人や家族が実際に関わった

ことがある事例を発表させ

る。 

グラフから現在の電子商取

引の実情をよみとる。 

最近、増加傾向にあるイン

ターネット詐欺などの被害

に合わないように自己判断

力、情報の取捨選択を考え

る。 

 

 

 

 

身近なテレビ情報を通して、通信網を意識させる。  

【関】オリンピック、パラリンピックのテレビ動画や画  

像を通して、情報通信を理解しているか。  

(オリンピックやパラリンピックの開催国、首都、その時に話題

にあがったことを答えられる ) 

・ブラジル  

・リオデジャネイロ  

・サムライポーズ  

・沖縄出身選手など  

 

 

通信衛星と光ファイバーケーブルの違いを通しながら、通信量や

通信網を理解させる。 (簡潔な説明を心掛ける )身近な話題を取り

上げる。 (琉球大学教授、波平宜敬さんの紹介。光ファイバーケ

ーブルの世界的な権威であること ) 

【思】衛星や光ファイバーの画像などを通して、通信の発達と日

常生活を関連させながら理解しているか。 (自宅のインターネッ

ト環境とスマホの通信速度の違いなどを理解させる。 )(テレビの

画像で、映像が途切れたりするが、光通信だとほぼそういうこと

がおきない ) 

・一方向と双方向の違いを理解しているか。  

 

 

【技・知・理】既存メディア (テレビ、ラジオ、新聞、週刊誌、

固定電話、 FAX)との違いを理解させ、高度情報化社会により、生

活が変化していることを理解させる。一方向から双方向性への変

遷を理解させる。  

電子商取引の増加、ネットオークションなどの理解。  

インターネットによる情報や詐欺などの犯罪に合わないように、

情報の取捨選択などの理解。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報通信の課題点など

を考え、理解し取捨選

択が重要なことを理解

させる。  

【技・知】高度情報化社会の理解。  

課題と展望、取捨選択の重要性の理解。  

情報通信の課題や今後の展望について理解させ、情報の取捨選択

が重要なことを再認識させる。  

本時のまとめをロイロノートにて提出させ評価する。  

本時の振り返り単元テストを宿題にする、タブレット orスマホ  

で解答し提出させ評価する。  

授業で行った内容の総合的な判断として、県立Ｎ高等学校の期末

考査と同じ問題も評価に取り入れる。  

 

 

 

 

 

 

 

情報入手手段の提示 

オリンピック、パラリンピックの動画・画像の提示 

衛星・光ファイバー画像提示 

生徒提出 Forms単元テスト 

情報の取捨選択 

①発信されている情報を

むやみに信じ込まない。 

②怪しいサイトには近づ

かない。クリックしない。 

③インターネットだけで
なく、既存メディアの情

報も併せて検討し総合的

に判断する。 

 

 

生徒提出ＰＤＦプリント 

ＰＤＦプリントに書き込み中 
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Ⅳ 仮説の検証 
１ 課題提出状況の結果と考察 

前年度、世界史の授業において、主に教師作成のプリントによる学習形態で授業を実施した。６月 

末頃から、病状が芳しくなく自宅療養にはいり、夏期休業中に各教科補習授業を実施予定であったが、 

本研究対象生徒に腫瘍がみつかり入院治療することになり、補習を実施することができなかった。２ 

学期になり、退院後自宅療養、短期間の入退院を繰り返している間に担任を通して授業用プリントを 

届けてもらったが、ほぼ取り組むことが出来ない状況であった。この時点で、かなりの学習の空白期 

間が生じていることがわかる。11月末頃から登校できるようになり、授業に出席できるようになった 

が、通院や短期の自宅療養などによる欠席があるなど万全の体調ではなかった。その間にプリントを 

配布して授業の進度に影響がでないようにしたが、学習の空白期間が長期間続いた影響や体調不良に 

より取り組み状況が良くなかった。22枚配布中、取り組み後、提出できたのは４枚のみであった。生 

徒によると、プリントの問題数や文字の大きさも取り組みづらい状況があったようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、地理の授業において、今年度も主に教師作成のプリントによる学習形態で授業を実施し

た。今年度、５月から６月初旬にかけて連続して約３週間の入院と自宅療養があり、他生徒より学

習進度が遅れたため、そのサポートとして授業プリントを PDF化し、ロイロノートのノート機能を

使ってファイルを配布した。対象生徒に無理のない範囲で取り組むように伝え、取り組み後、提出

し添削したが、ほぼ間違いなく取り組むことができた。取り組む際には、教科書やインターネット

サイト等を参考にするよう伝えたため、短時間で調べることができた。添削や FaceTimeによる質問

など双方向的なやりとりも行うことができ、短時間であったが授業の欠席時のサポートもできた。

その結果、PDFプリントの提出 12枚配布し全て提出、Formsによる Web単元まとめ問題全５時間単

元中の取り組み状況も 100％であり、複数回の繰り返し学習に取り組めた（図９）。 

ＩＣＴを活用した、授業や宿題まとめ問題の取り組み状況から、紙媒体よりタブレットが有効と

思われる。教師自身の授業の改善として、プリント内容の精選をはかり PDF 化し配布した結果、生

徒が取り組みやすい状況が生まれた。欠席した場合、自分の体調に合わせて、タブレットで授業プ

リントを自分のペースで自習し提出することができた。 

実態把握アンケートでは、家庭学習においてタブレットなど活用していない状況があったが、自 

   宅で配布した PDFプリントを用いて予習する際に、教師側からの参考 Webを活用し調べ学習を行う 

など、自宅においてもＩＣＴを積極的に生徒が活用するようになった。教師側は生徒から返ってき 

た PDFプリントを、なるべく早目に返却するよう意識したことにより、生徒は、間違った箇所の確 

認や復習を早めに取り組むことができ学習の定着度もあがったと 

思われる。 

２ 定期考査比較の結果と考察 

前年度、高校１年次の定期考査の状況は、１学期中間考査、３学期 

学年末考査の２回のみの受験であった。合計２回の定期考査受験か 

ら、１学期中間考査 67点から学年末考査 40点とかなり点数に開き 

があるが、やはり学習の空白期間の影響がある（図 10）。今年度は、 

図８、図９の課題取り組み状況より、欠席時の学習の空白期間に対す 

る取り組み状況が改善された。同じ教科書を使用している県立他高校 

から地理Ａの問題を提供してもらい、対象生徒に取り組ませた結果、 

７割以上の解答率が得られた。他高校の平均点を上回っており、定着 

図９ 単元別 Forms取り組み状況 

図 10高１定期考査比較 

7
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図８ 課題提出状況比較 
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度もある程度着いたと思われる。データ分析の結果、全般的に得点で 

きており苦手な分野もなく学習に取り組むことができていると思わ 

れる。欠席等による学習の空白期間がなければ、さらに高得点も考え 

られた。そのことからも、学力の向上にＩＣＴは有効と考える。 

３ 対象生徒への聞き取り結果と考察 

(1) iPadへの書き込みがやりにくかったが、徐々に慣れてきて拡大 

縮小が容易なので、見やすく、書き込みもしやすくなった。 

(2) 授業用プリントの枚数が多くても、１台のタブレットに収まっ 

ているため、予習復習に取り組みやすい。 

(3) 授業用プリントがロイロノートに保存されているため、欠席時でも 

自分のペースで取り組めるし、先生からの添削後の返却も早いため、 

間違った問題点も早めに復習に取り組めるので安心できる。 

(4) FaceTimeで先生とやりとりできたので、わからない問題の質問や、授業ができると安心できて 

良かった。 

(5) Formsは解答結果もすぐに分かって、何度でも復習できるので便利で気軽に取り組めるので暗 

記しやすくて良かった。 

このことから、ＩＣＴを活用した授業や家庭学習のサポートは有効であると考える。ＩＣＴを 

活用することにより、生徒本人の体調に応じたサポートが可能であり、また本人が家庭学習を意 

欲的に取り組むようになり、前向きになっていると感じた。 

４ 家庭学習サポート・遠隔授業の結果と考察 

今回は、生徒が欠席時に遠隔授業を就業時間内で行うことができな 

かったが、今後の可能性として有効活用ができるか検証するため、生徒 

の振替え休日を利用し遠隔授業の可能性を探った。遠隔授業の可能性 

を探る際には、対象生徒の負担過重にならないように最大限の配慮を 

しながら進めた。 

また、学習サポートとして、欠席時に合計 12回短時間であるが遠隔 

サポートを行うことができた。(図 12)使用機器は、iPadを使用した。 

FaceTimeによるテレビ会議システムを利用し、双方向でサポートを行 

った。学校で行った授業同様、ロイロノートを用いて、あらかじめ生徒 

に配信済みの PDFプリントを使い検証を進行した。以前、Skypeによる 

テレビ会議システムを使用し、他校との交流学習を行った時のような、 

通信が途切れたりするといったような不具合もなく、スムーズなやりと 

りで検証することができた。生徒の体調も考慮して、短時間で切り上げ 

る予定であったが、会話も弾みながら約 50分近く行ったが生徒も楽し 

かったと述べていた。その後、プリントの提出、Formsによる単元テストも満点の解答であった。遠 

隔授業の有効性も確認できたので、今後の欠席時に家庭と連携し、学習面のサポート体制を本人の体 

調に応じて行うことができるかさらに検討して行きたい。家庭学習サポート・遠隔授業から、家庭学 

習のサポートや遠隔授業ができることは、学力面での向上も得られるが、学習ができると言う安心感 

が得られる部分も大きいと感じた。実態把握アンケートの回答から、欠席が多く授業を受けられない 

と精神的にも不安定になる状況から、学習の空白をサポートすることは対象生徒本人の精神的安定に 

も繋がり、病気に対する免疫力の向上にも寄与できると思われる。 

まとめとして対象生徒本人もＩＣＴを使った授業や家庭学習のサポート、遠隔授業などを通して定 

期考査の結果も良く、自信がわいてきたようで、病気のガイドブックにもあるような学力の安定が、 

心理的安定にも繋がることがうかがえた。また、「簡単に、課題に取り組むことができる。自分のペー 

スで予習、復習ができる。ロイロノートにより、予習、復習、欠席時の授業内容の PDFプリントに取 

り組みやすくなった」などと述べていた。このことから、ＩＣＴを授業に有効活用することは、学力 

の向上だけでなく生徒の自己効力感の向上にもつながることがうかがえた。教師自身の授業改善とし 

て、前年度より問題数を精選し、シンプルに作成 PDF 化しタブレットで取り組めるようにした。その 

ため、プリントの拡大、縮小が自由にでき、フォントサイズを気にする必要がなくなり、授業内容を 

前もって提示することができたため、生徒は予習に活用することができ、授業での理解度もあがった

と考えられる。 
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Ⅴ 成果と課題 
 １ 成果 

  (1) 授業や単元テスト、欠席時の家庭学習サポートにおいてＩＣＴを活用し取り組むことにより、生 

徒の学習の空白期間のサポートができた。 

  (2) アプリ(ロイロノートスクール・Forms)を、予習、復習、まとめに効果的に活用することで、定 

着度があがり期末考査の好結果につながり、生徒の学力の向上に繋がった。 

  (3) 授業で使用するプリントの内容を精選しＰＤＦ化することにより、対象生徒が取り組みやすく

なり意欲向上につながり、授業改善につなげることができた。 

 ２ 課題 

(1) 今回は、前期就業体験中に授業時間を確保することができ、対象生徒個人のみで個別授業を行う 

こができたが、他生徒との授業進度の兼ね合いがあり、授業時間外でサポート可能なのか検討を要 

する。 

(2) 現在でも、授業にＩＣＴを活用しているが、他教科への啓発も含め有効活用が図れるように研究 

に取り組む必要がある。 

  (3) 学習の空白期間を埋めるため、長期、短期、頻回の入退院を繰り返したり、自宅療養をする生徒 

に対する、遠隔授業のあり方について研究に取り組む必要がある。 
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